
近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の

一
考
察

-

清
水
町

｡
古
口
町
店
前
銭

l
件
を
中
心
に

大

友

義

助

…

1

清
水
河
岸
は
最
上
川
の
中
流
部
に
位
置
し
､
同
川
流
域
の
河
岸
の
中
で
も
'
最
も
古
く
開
か
れ
た
河
岸
の
一
つ
で
あ
動
｡
清
水
河
岸
に
つ

い
て
は
'
と
く
に
大
石
田
河
岸
と
の
関
連
で
､
長
井
政
太
郎
先
生

『大
石
田
町
史
』
を
は
じ
め
'
近
く
は
横
山
昭
男
氏
等
の
一
連
の
研
究
が

2

あ
&
.
筆
者
も
数
年
来
'
同
地
域
の
村
史
編
集
事
業
に
か
か
わ
り
へ
清
水
町
旧
庄
屋
小
屋
家
お
よ
び
合
海
町
旧
庄
屋
兼
大
石
田
川
舟
役
所
清

3

水
河
岸
出
張
所
詰
皆
川
家
の
所
蔵
史
料
を
披
見
し
得
LT
.

小
稿
は
右
の
史
料
を
中
心
に
､
文
化

二
二
年
以
降
幕
末
ま
で
､
清
水
町
と
古
口
町
と
の
間
に
争
わ
れ
た

｢
居
前
銭

一
件
｣
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
紛
争
は
寛
政
四
年
以
後
の
大
石
田
川
舟
役
所
の
最
上
川
水
運
直
差
配
の
制
度
と
か
か
わ
り
､
ま
た
新
庄
薄
の

領
内
商
品
流
通
統
制
政
策
と
も
関
連
L
t
ま
こ
と
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
｡
加
え
て
'
史
料
的
な
制
約
も
著
し
い
の
で
､
そ
の
全
貌

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
る
が
'
史
料
紹
介
の
意
味
を
兼
ね
'
右

｢
居
前
銭

一
件
｣
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
.

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察

-
大
友



三
七
六

注

Ⅲ

『
大
石
田
町
史
』

1
二
〇
頁
以
下
｡
清
水
河
岸
の
開
剣
は
'
当
時
の
政
治
情
勢
か
ら
み
て
､
や
は
り
清
水
氏
の
入
部

(文
明
八
年
)
以
後
で
あ

ろ
う
O
明
暦
四
年
へ
清
水
町
が
幕
府
役
人
に
書
上
げ
た

｢
乍
恐
御
訴
訟
申
上
侯
事
｣
に
よ
れ
ば
'
清
水
河
岸
は
古
来
最
上
川
船
の
舟
継
権
を
有

し
て
い
た
が
'
慶
長

1
九
年
清
水
氏
滅
亡
後
大
石
田
に
移
さ
れ
､
そ
の
代
償
と
し
て
上
下
船
運
賃
の
内
か
ら

一
〇
分

1
の
役
銀
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
｡
な
お
'
清
水
氏
は
'
河
岸
の
拡
充
を
は
か
り
へ
本
合
海
相
の
百
姓
を
合
海
町
に
移
し
'
保
護
統
制
を
行
な
っ
て
い
る
｡

拙
稿

｢清
水
河
岸
に
つ
い
て
｣

『
大
蔵
相
郷
土
研
究
資
料
』
第
四
集
所
収
｡

㈲

横
山
昭
男

｢
元
禄

･
正
徳
期
の
水
運
の
発
展
と
商
品
流
通
｣

『
日
本
歴
史
』
二
二
五

･
六
号
'
同
氏

｢
宝
暦

･
天
明
期
の
最
上
川
船
差
配
制
の

展
開
｣

『東
北
水
運
史
の
研
究
』
'
同
氏

｢
近
世
中
期
に
お
け
る
最
上
川
水
運
の
一
考
察
｣

『
歴
史
の
研
究
』

1
0
号
'
同
氏

｢
近
世
中
期
に

お
け
る
最
上
川
水
運
の
発
展
と
統
制
｣

『
山
形
県
の
考
古
と
歴
史
』
等
｡

㈱

こ
れ
ら
を
整
理
し

｢
最
上
郡
大
蔵
相
小
屋
家
文
書
｣
-
清
水
河
岸
史
料
上
-
お
よ
び

｢
最
上
郡
大
蔵
相
史
編
集
資
料
｣
第
二
集
と
し
て
発
行
し

た
｡

二

｢清
水
町
古
口
町
居
前
銭

一
件
｣
は
'
文
化
年
間
か
ら
安
政
年
間
に
か
け
て
両
河
岸
の
問
に
争
わ
れ
た

｢宿
論
｣
で
あ
る
が
'
そ
の
前
操

と
し
て
'
最
上
川
水
運
に
対
す
る
新
庄
藩
の
統
制
策
を
み
て
お
き
た
い
｡
最
上
川
は
新
庄
領
の
南
西
部
を
縦
断
し
て
庄
内
に
至
る
｡
そ
の
薄

境
に
あ
た
る
堀
内

｡
古
口
河
岸
に
は
'
そ
れ
ぞ
れ
口
留
番
所

･
川
舟
改
所
を
お
い
て
用
船
の
統
制
を
行
な
っ
た
｡
ま
た
'
清
水
河
岸
は
､
両

1

河
岸
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
が
'
古
来
の
い
わ
れ
に
よ
っ
て
､
統
制
策
の
上
で
も
中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
い
&
.

享
保
八
年
､
新
庄
蒲
は
蒲
境
の
番
所
お
よ
び
清
水

｡
堀
内

･
古
口
等
の
河
岸
に
一
連
の
統
制
令
を
布
達
し
た
｡
清
水
町
宛
の
主
な
条
目
を

み
る
と
､

往
来
之
百
姓
町
人
等
男
女
と
も
宿
継
之
手
形
を
坂
'
庄
屋
出
判
可
出
事
'

留
物
之
儀
'
領
内
rb
他
領
江
出
候
分
'
別
紙
書
付
之
通
印
形
た
る
へ
L
t
但
従
他
領
舟
積
い
た
し
積
荷
状
持
通
候
分
は
相
改
間
数
事
'



一

他
領
オ
陸
付
に
て
其
町
江
重
来
之
荷
物
者
留
物
之
外
と
も
に
其
町
庄
屋
出
判
に
て
'
堀
内
古
口
共
に
相
通
す
へ
し
'
他
領
･b
積
荷
状
な
し
に
至
釆

2

之
晶
者
堀
内
古
口
共
に
庄
屋
共
大
判
詔
,
其
町
迄
送
候
間
'
看
之
大
判
に
引
合
出
判
可
出
之
卑

こ
の
他
に
'
武
家
お
よ
び
そ
の
荷
物
は
出
判
を
出
す
に
及
ぼ
ざ
る
こ

と
等
の
規
定
が
あ
る
｡

安
政
五
年
に
も
右
の
趣
旨
を
く
り
か
え
し
'
他
領
よ
り
陸
送
の
荷
物
は
清
水
町
庄
屋
の
出
判
を
も
っ
て
堀
内

･
古
口
を
通
す
べ
き
こ
と
'

ま
た
積
荷
状
な
し
に
清
水
に
到
来
の
荷
物
は
､
堀
内

｡
古
口
町
庄
屋
が
そ
の
都
度
大
判
を
認
め
て
送
る
の
で
'
清
水
町
庄
屋
は
こ
の
人
判
に

出
判
を
相
添
え
て
出
す
べ
き
こ
と
を
令
し
て
い
る
｡

他
領
オ
陸
付
二
而
重
来
之
荷
物
者
留
物
之
外
共
に
清
水
町
庄
屋
出
判
を
以
可
相
通
へ
尤
荘
内
筋
オ
積
荷
状
な
し
に
登
侯
品

ハ
其
町
庄
屋
大
判
認
め
'
清

3

水
迄
相
送
へ
同
町
庄
屋
出
判
を
以
堀
内
改
所
可
相
通
事
'

と
命
じ
'
堀
内
村
に
対
し
て
も
､
他
領
よ
り
陸
送
の
荷
物
は
清
水
町
庄
屋
の
出
判
で
通
す
べ
き
こ
と
'

｢
上
郷
正
室
来
之
品

ハ
其
村

二
而
大

4

判
詔
,
清
水
迄
相
送
'
同
町
庄
屋
共
出
判
二
而
古
口
改
所
可
相
温
容
｣
と
達
し
て
い
る
｡

古
口
に
お
け
る
舟
改
め
の
実
際
は
'

侍
番
所
あ
り
'
鑓
三
ツ
道
具
飾
る
'
惣
て
通
船
出
判
な
く
し
て
不
被
罷
通
'
尤
向
番
所
夜
中
に
は
番
人
参
り
て
両
替
所
よ
り
大
網
に
て
最

上
川
張
留

5

む
'
御
代
官
引
越
へ
近
年
御
番
所
兼
帯
相
勤
'

と
い
う
｡
堀
内
村
の
場
合
は
､

此
所
者
最
上
川
上
郷
よ
り
積
下
す
諸
荷
物
等
な
ら
ひ
に
川
上
江
登
る
舟
共
を
改
所
な
り
'
当
村
庄
屋
三
人
扶
持
被
成
下
帯
刀
御
免
也
'
舟
改
共
に
兼
て

6

勤
る
な
机
,

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察
-

大
友

三
七
七



と
あ
る
が
'
と
も
に
幕
末
の
状
況
と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
､
享
保
八
年
の
清
水
町
あ
て
条
目
に
は
'

御
料
御
城
米
之
外
下
り
舟
之
分

ハ
積
荷
状
江
引
合
相
違
無
之
候

ハ
ハ
可
相
通
'
但
シ
登
舟
者
改
な
し
に
可
相
通
事
'

船
中
改
之
儀
'
前
々
之
通
箸
を
撞
上
ケ
'
は
い
を
以
手
間
額
不
申
様
相
改
可
申
事
'

7

積
荷
状
之
外
紛
荷
物
有
之
候

ハ
ハ
其
晶
斗
留
置
'
早
速
可
相
通
事
'

と
あ
っ
て
'
領
内
最
上
川
水
運
統
制
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
｡
こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
'
享
保
八
年
'
最
上
川
舟
の
上
郷
差

配
役
制
成
立
に
よ
っ
て
'
従
来
新
庄
領
古
口
｡
堀
内

｡
清
水
と
幕
領
名
木
沢
村
の
四
ヶ
所
で
上
下
船
通
船
を
改
め
て
い
た
の
を
廃
し
'
下
り

8

船
は
古
口
で
'
上
り
船
は
堀
内
で
の
み
改
め
る
こ
と
と
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
勘
｡
こ
の
年
の
清
水
町
の
差
出
し
た
答
書
に
も
'
清
水

河
岸
の
由
来
を
の
べ
'
寛
永

二
二
年
に
船
継
権
を
永
久
に
大
石
田
に
与
え
た
代
償
と
し
て
'
船
壱
腰
よ
り
二
百
文
ず
つ
の
役
銭
を
徴
収
し
て

い
る
こ
と
'

｢領
内
留
物
之
晶
者
城
下
役
人
手
形
'
其
外
御
私
領
荷
物
留
物
之
外
者
活
水
村
役
人
手
形
差
出
し
'
積
荷
物
吟
味
之
上
'
下
り

9

舟

ハ
古
口
留
メ
'
登
り
舟
者
堀
之
内
口
留

二
両
右
手
形
引
合
通
船
仕
候
故
'
領
分
穀
止
メ
〆
リ
取
｣
と
記
し
て
あ
り
､
前
掲
の
新
庄
滞
条
目

と
矛
盾
す
る
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

寛
政
四
年
､
最
上
川
船
の
幕
府
直
差
配
制
成
立
と
と
も
に
､
清
水
に
は
大
石
田
川
舟
役
所
の
出
張
所
が
設
け
ら
れ
た
｡
出
張
所
詰
役
人
に

は
'
始
め
古
口
の
舟
持
西
田
与
次
兵
衛
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
､
翌
五
年
か
ら
は
合
海
町
舟
持
皆
川
東
左
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
た
｡
東
左
衛
門
は
t

的

ま
た
新
庄
薄
の
清
水
河
岸
に
お
け
る
出
荷
物
故
役
を
も
仰
付
か
っ
て
い
る

(享
和
二
年
以
後
)
｡
前
者
の
職
掌
と
し
て
は
'
往
来
の
舟
の
積

荷
を
改
め
､
往
来
切
手
を
発
行
す
る
こ
と
で
あ
り
'
後
者
の
役
柄
と
し
て
は
､
清
水
河
岸

(堀
内
か
ら
古
口
ま
で
の
最
上
川
筋

一
帯
)
か
ら

I.Lp■‖-

積
出
さ
れ
る
舟
荷
を
､
薄
の
出
判
と
照
合
し
て
改
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
｡

文
政
七
年
'
東
左
衛
門
が
稽
庁
に
精
出
し
た
願
書
に
'

｢御
領
内
出
荷
物
改
松
沢
庄
蔵
退
役
後
'
享
和
二
年
葺
拙
者
儀
後
役
被
仲
村

(中



略
)､
其
節
葺
両
度
川
筋
通
村
々
江
御
触
達
被
仰
付
､
舟
積
之
節
､
御
領
内
産
物
並
通
荷
物
青
物
足
共
'
荷
宿
意
案
内
有
之
､
私
立
合
御
出

､切り･]=

判
拝
見
之
上
､
若
紛
敷
晶
有
之
候
節
者
'
荷
宿
江
相
戻
シ
吟
味
之
上
､
荷
主
葺
書
付
坂
上
追
而
御
判
頂
戴
差
下
供
養

二
御
座
候
｣
と
'
領
内

出
荷
物
改
め
の
仕
法
を
述
べ
て
い
る
｡

註

川

新
庄
領
に
屑
す
る
最
上
川
筋

忘
町
が
清
水
河
岸
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
る
が
'
狭
義
に
は
'
清
水
町

･
合
海
町
の
河
岸
の
み
を
清
水
河
岸

(本
河

岸
)
と
と
な
え
､
他
の
古
口
･
本
合
海
な
ど
を
枝
河
岸
と
い
う
｡

㈲

小
屋
家
文
書

｢覚
｣

㈲

･
㈲

小
屋
家
文
書

｢
古
口
江
御
達
書
之
写
｣

･
｢
堀
内
へ
御
達
書
写
｣

㈲

･
㈲

｢新
庄
領
村
鑑
｣

用

大
蔵
相
清
水
斎
藤
徳
三
郎
家
文
書

｢
御
者
御
定
規
書
留
帳
｣

㈲

｢最
上
川
船
差
配
転
変
の
姿
｣

『
大
石
田
町
史
』
所
収
文
書
｡

㈱

小
屋
家
文
書

｢
乍
恐
以
口
上
書
晴
水
村
船
岸
古
来
謂
所
奉
指
上
侯
事
｣

個

｡
凋

皆
川
家
文
書

｢当
領
御
上
江
窺
書
｣

肌

『増
訂
最
上
郡
史
』
四
七
入
貢
以
下
｡
な
お
'
出
判
に
つ
い
て
は
複
雑
な
閉
経
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
嘉
永
二
年
に
は
'
大
石
田
川
舟
役

所
の
達
し
に
よ
っ
て
'
清
水
町
役
人
が
出
判
を
出
す
こ
と
を
禁
止
さ
れ
'
以
後
は
川
舟
方
が
出
す
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
｡
小
屋
家
文
書

｢覚
｣

三

新
庄
領
内
に
お
け
る
近
世
後
期
の
最
上
川
水
運
は
'
右
に
み
る
如
く
'
大
石
田
川
舟
役
所
の
仕
接
に
従
い
'
ま
た
新
庄
領
内
流
通
統
制
策

に
規
制
さ
れ
'
さ
ら
に
は
各
河
岸
の
伝
統
的
慣
習
に
影
響
さ
れ
､
そ
れ
が
ま
た
各
河
岸
の
利
害
と
関
連
し
､
ま
こ
と
に
複
雑
で
あ
る
｡
清
水

町

｡
古
口
町
問
の

｢宿
論
｣
も
'
こ
の
よ
う
な
複
雑
性
に
一
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察

-
大
友

三
七
九



三
八
〇

着

｢
宿
論
｣
に
関
す
る
史
料

の
初
見
は
､
文
化

二
二
年
'
古

口
町
役
人
が
藩
役
人
に
指
出
し
た
訴
状
で
あ
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
'

古
口
町
が
継
船
居
前
銭
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
'
清
水
町
で
は
い
わ
れ
な
く
瀬
立
て
て
い
る
と
訴
え
て
い
る
が
'
こ
れ
は
誤
-
で
あ
る
O
青

口
は
駅
所
で
も
あ
り
'
殊
に
は
舟
改
所
で
も
あ
る
｡
駅
所
は
駅
所
の
例
を
も
っ
て
'
往
来
諸
荷
物
の
継
送
り
を
行
な
っ
て
い
る
｡
相
対
勝
手
を
も

っ

て
､

｢清
水
河
岸
rb
仕
出
舟
仕
'
清
川
駅
迄
返
シ
舟
侯
節

ハ
其
訳
を
御
両
所
江
相
断
'
居
前
銭
差
出
罷
通
候
通
例
二
御
座
候
｡｣

こ
の
居
前
銭
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
大
石
田
舟
方
惣
代
戸
田
安
太
郎
の
申
分
に
よ
っ
て
解
決
を
は
か
っ
て
き
た
が
'
文
化
八
年
に
は
清
水
町
役
人
が

当
町
に
参
り
'
熟
談
の
上
'
荷
物

一
駄
に
つ
き
六
五
文
'
旅
人

一
人
に
つ
き
四
五
文
と
り
た
て
る
こ
と
に
定
め
た
の
で
あ
る
｡
清
水
町
は
'
当
町
は
河

岸
に
あ
ら
ず
と
し
て
居
前
銭
徴
収
を
拒
ん
で
い
る
が
'
駅
場
は
ま
た
格
別
で
は
な
い
か
｡
ま
た
'
川
舟
方
御
改
正
御
直
差
配
の
制
に
な
っ
て
か
ら
は
'

川
舟
役
所
か
ら
御
焼
印
を
渡
さ
れ
'
肺
船
の
大
小
を
問
わ
ず
冥
加
金
と
し
て
金
三
分
永
銭
百
文
ず
つ
指
上
げ
て
荷
物
を
積
受
け
'
そ
の
上
通
船
毎
に
川

舟
役
所
の
切
手
を
貰
い
う
け
て
通
船
す
る
定
め
で
あ
る
が
'
駅
宿
仕
来
り
の
継
舟
は
格
別
で
は
な
い
か
｡

1

む
し
ろ
'
清
水
駅
こ
そ
近
年
新
津
を
た
て
,
最
上
に
登
る
古
口
船
か
ら

一
般
に
つ
き
四
五
文
ず
つ
徴
収
し
て
い
る
こ
と
は
'
違
法
こ
の
上
も
な
竹

と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
清
水
町
は
'

当
町
が
新
法
を
企
て
'
古
口
舟
よ
り
荷
役
銭
を
と
り
た
て
て
い
る
と
い
う
が
'
こ
れ
は
庄
内
加
茂
か
ら
送
出
し
た
宿
継
の
商
人
荷
物
で
あ
っ
て
'
清

川
荷
宿
に
て
'
最
上
胎
相
対
勝
手
を
も
っ
て
'
空
船
に
積
登
る
も
の
で
'
古
口
に
も
相
応
の
居
前
銭
を
指
出
し
て
い
る
｡
清
水
は
古
来
の
通
り
継
舟
を

し
'
大
石
田
に
登
る
べ
き
と
こ
ろ
へ
最
上
舟
の
都
合
に
よ
り
居
前
銭
を
置
い
て
罷
り
登
り
た
い
と
の
旨
に
よ
り
'
居
前
銭
を
帝
立
て
て
い
る

の
で
あ

る
｡以
前
は
一
〇
駄
以
下
の
陸
付
け
下
り
商
人
荷
物
は
'
清
水
か
ら
酒
田
湊
ま
で
積
下
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
'
近
年
来
'
清
川
村
の
希
望
に
よ
っ
て
同

村
に
て
継
船
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
清
川
か
ら
の
登
り
荷
に
つ
い
て
も
'
古
例
に
よ
っ
て
清
水
で
継
舟
に
す
べ
き
こ
と
を
川
舟
方
役
所
に
伺
っ
た
と

こ
ろ
'
舟
方
惣
代
が
清
川
に
出
張
し
'
荷
宿
吟
味
の
上
'

一
駄
よ
り
四
五
文
の
居
前
銭
を
徴
収
す
る
よ
う
取
り
き
め
た
も
の
で
あ
る
｡
古
口
は
こ
れ
に

ょ
っ
て
被
害
を
受
け
て
い
る
如
く
言
立
て
て
い
る
が
'
古
口
船
は
最
上
舟
凡
そ
百
般
の
う
ち
'
わ
ず
か
に
三

･
四
舷
に
過
ぎ
ず
'
同
村
へ
の
迷
惑
は

一

3

切
な
い
は
ず
で
あ
る
｡



右
の
訴
訟
は
､
こ
の
後
ど
の
よ
う
に
落
着
し
た
か
､
史
料
を
欠
く
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
'
文
政
六
年
ご
ろ
に
再
び
両
町
の
対
立
が
激
し

く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
こ
の
年
四
月
､
清
水
町
は
か
な
り
の
町
役
人
を
新
庄
に
出
向
か
せ
て
､
訴
訟
を
お
こ
し
た
如
く
で
'
同
月
二
七
日

3

か
ら
六
月
二
四
日
ま
で
に
､
こ
の
た
め
に
費
し
た
費
用
が
五
七
貫
五
百
六
文
に
逢
し
て
い
な

こ
の
結
果
'
新
庄
町
問
屋
中
島
惣
内

｡
井
東
弥
三
石
工
門
の
仲
介
に
よ
っ
て
､
次
の
よ
う
な
和
解
が
成
立
し
た
｡

古
口
町
は

｢碇
与
仕
候
定
規
連
も
無
御
座
へ
屠
前
銭
可
板
筋
茂
無
之
侯
付
'
以
来
御
条
目
通
二
両
居
前
銭
不
差
出
釆
通
侯
様
'
改
被
仰
付
侯
｡｣
但

し
'
両
村
は
隣
村
で
あ
る
故
'
そ
の
熟
和
を
は
か
る
た
め
'
今
年
か
ら
向
う
三
ヶ
年
を
限
っ
て
'
清
水
村
に
て
商
人
荷
船

一
般
に
つ
き
二
育
文
ず
つ
と

り
た
て
'
古
口
村
に
合
力
の
た
め
精
出
す
｡
こ
切
年
限
が
過
ぎ
た
ら
'
御
武
家
方
は
も
ち
論
'
旅
人

･
商
人
荷
物
に
至
る
ま
で
合
力
銭

は
指
出

さ
な

4

い
O
ま
た
居
前
銭
の
こ
と
等
申
し
か
け
て
は
な
射
な
い
O

こ
の
よ
う
に
し
て
､
両
町
の
紛
争
は
お
さ
ま
っ
た
か
に
見
え
､
こ
の
後
は
右
の
議
定
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
'
嘉
永
四
年

に
至
っ
て
､
再
び
同
様
の
争
い
が
起

っ
て
い
る
｡

(付
脱
カ
)

証

印

小
屋
家
文
書

｢
乍
恐
以
書

御

欺

奉
申
上
侯
事
｣
｡
な
お
'
古
口
町
は
'
文
化
二
年
の
谷
地

｡
横
山
問
の
脇
街
道
抜
荷
事
件
を
引
合

に
出
し
て

(4日3日2)

自
村
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
い
る
｡

小
屋
家
文
書

･
標
題
な
し
｡

小
屋
家
文
書

｢
古
口
居
前
銭

一
件

二
付
新
庄
諸
入
用
帳
｣

小
屋
家
文
書

｢
棄
替
シ
申
義
定
之
証
文
之
事
｣

四

革
氷
四
年
の
清
水

｡
古
口
両
町
の

｢
宿
論
｣
は
'
古
口
番
所
の
突
然
の
達
し
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
た
｡
こ
れ
に
は
､
こ
の
段
階
に
お
け

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察

1
大
友



三
八
二

る
新
庄
蒲
の
流
通
統
制
策
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
小
屋
家
文
書

｢清
水
町
古
口
町

一
件
諸
用
留
吉
帳
｣
に
よ
っ
て
'
そ
の
経

過
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
｡

同
年
八
月
､
清
水
町
役
人
が
薄
役
人
に
提
出
し
た
願
書
に
よ
れ
ば
､

清
水
か
ら
下
る
小
下
り
船
は
清
川
ま
で
至
る
の
が
古
来
の
仕
来
り
で
あ
り
'
こ
の
旨
の
御
高
札
ま
で
頂
戴
し
て
い
る
｡
こ
の
故
に
'
文
政
年
間
古
口
が

願
い
出
た
同
所
継
替
え
の
訴
え
も
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
古
口
は
'
こ
の
後
も
し
ば
し
ば
継
舟
の
こ
と
を
願

い
出

て
い

る
｡
茅
永
元
年
に
は
'
こ
の
一
件
に
つ
き
'
清
水
村
役
人
が
新
庄
に
出
向
き
'
右
の
訳
柄
を
申
し
上
げ
た
所
'
追
て
沙
汰
あ
る
ま
で
は
従
来
通
り
の
心

得
に
て
下
す
べ
L
と
の
こ
と
で
'
今
日
ま
で
無
事
通
船
し
て
き
た
の
で
あ
る
｡
し
か
る
に
'
今
月
六
日
'
古
口
御
番
所
か
ら
突
然
'

｢商
荷
並
旅
人
之

分
古
口
宿

二
而
継
替
可
申
｣
と
仰
付
け
ら
れ
'
驚
い
て
い
る
'
達
し
に
よ
れ
ば
'
商
荷
お
よ
び
旅
人
は
'
古
来
古
口
で
継
舟
す
べ
き
と
こ
ろ
'
先
の
庄

屋
問
屋
共
の
心
得
違
い
に
よ
っ
て
清
川
ま
で
来
通
し
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
'
今
後
は
鶴
岡

･
松
山
等
の
御
家
中
そ
の
外
は
古
口
継
舟
た
る
べ
L

と
の
こ
と
で
あ
る
.
自
然
'
清
水
か
ら
下
す
山
形
商
人
荷
物
も
古
口
継
舟
と
な
り
'
ま
こ
と
に
迷
惑
な
こ
と
で
あ
る
｡

去
る
寿
氷
元
年
に
'
古
口
町
が
継
舟
の
儀
を
願
い
出
た
折
も
許
さ
れ
ず
'
清
水
町
が
古
来
の
い
わ
れ
を
申
し
上
げ
'
高
札
の
書
替
え
を
願
い
出
た
の

1

に
対
し
て
は
'
年
限
が
く
る
ま
で
待
て
と
の
こ
と
.で
あ
っ
た
｡
こ
の
訳
柄
を
充
分
考
慮
さ
れ
,
古
口
継
舟
の
件
は
是
非
さ
し
と
め
て
は
L
f
･

同
様
の
願
い
を
山
形
商
人
も
さ
し
出
し
て
い
る
｡
仙
台

｡
南
部
の
紅
花
を
集
荷
し
て
い
た
山
形
商
人
佐
藤
利
助
お
よ
び
福
島
清
助
の
手
代

が
'
清
水
に
陸
送
し
た
紅
花
に
つ
い
て
の
願
い
で
あ
る
が
'

私
共
'
御
存
じ
の
通
-
'
清
水
町
海
藤
宗
右
衛
門
を
定
宿
と
す
る
商
人
で
あ
る
が
'
こ
の
度
'
京
都
登
せ
の
紅
花
荷
物
を
駄
送
し
'
四
九
駄
の
荷
を
当

宿
御
規
定
の
宿
継
舟
を
仕
立
て
'
清
川
ま
で
下
し
た
と
こ
ろ
'
如
何
な
る
理
由
か
'
古
口
で
差
し
と
め
ら
れ
'
継
替
え
る
よ
う
申
付
け
ら
れ
た
｡
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
は
'
賃
金
が
嵩
み
'
ま
た
運
送
に
手
間
ど
り
'
万

一
に
も
酒
田
湊
の
海
船
出
帆
に
間
に
合
わ
ず
'
こ
の
ま
ま
年
を
越
す
よ
う
に
で
も
な

れ
ば
'
如
何
程
の
不
利
益
に
な
る
か
は
か
り
知
れ
な
い
.
か
1̂
て
は
'
清
水
河
岸
に
駄
送
す
る
こ
と
ほ
と
り
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
｡

2

何
卒
旧
来
の
如
く
清
川
ま
で
通
船
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
f

q



と
い
う
の
で
あ
る
｡

仙
台

･
南
部
の
紅
花
が
山
形
商
人
に
よ
っ
て
集
荷
さ
れ
'
笹
谷
街
道
越
え
大
石
田
河
岸
に
駄
送
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
､
今
田
信

一
先

3

生
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
な

こ
れ
が
'
堺
田
越
え
ま
た
は
舟
形
口
を
経
由
し
て
清
水
河
岸
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
､
文
化

一
一
年
以
降
で
あ
る
｡
清
水
出
張
所
詰
皆
川
東
左
衛
門
が
薄
に
指
出
し
た
窺
書
に
よ
れ
ば
､

｢
仙
台
南
部
紅
花
出
荷
之
儀
'
文
化
十
酉
年
迄
大
石
田
江
出
荷
仕
候
所
'
其
以
前
迄
他
領
紅
花
御
役
銀
出
不
申
侯
処
'
同
年
改
'
紅
花
壱
駄
三
拾
六
貫

目

二
付
御
役
銀
五
匁
八
分
宛
取
立
二
相
成
候
処
へ
荷
主
共
難
渋
之
趣
申
立
'
以
来
清
水
駅
江
駄
送
仕
'
私
江
通
舟
方
瀬
斗
致
筈
候
様
｣
に
'
南
部
花
巻

内
野
与
惣
次

･
仙
台
岩
谷
堂
佐
藤
屋
新
三
郎

･
同
所
藤
沢
皆
川
屋
弥
右
工
門

･
同
忠
七

･
阿
州
万
屋
清
兵
衛

･
嶋
田
屋
弥
三
郎
等
の
紅
花
商
人
が
相
談

し
'
清
水
か
ら
酒
田
ま
で
の
運
賃
を
格
別
に
安
く
定
め
た
の
で
'
文
化

一
一
年
'
看
商
人
の
紅
花
二
百
駄
が
私
宅
に
送
ら
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
指
下
し
た
｡

自
然
'
大
石
田
向
け
紅
花
が
減
少
し
'
同
町
荷
問
屋
共
が
川
舟
方
役
所
に
願
い
出
て
'
清
水
へ
の
駄
送
を
止
め
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
が
'
沙
汰
止
み

に
な
っ
た
｡
仙
台

･
南
部
紅
花
が
清
水
河
岸

へ
送
ら
れ
れ
ば
'
ひ
と
り
清
水

･
合
海
の
潤
い
に
な
る
の
み
で
な
く
'
そ
の
通
路
た
る
小
国
通
り

(現
最

上
町
)
宿
々
の
利
益
に
も
な
る
こ
と
で
あ
る
｡
薄
御
役
人
の
配
慮
に
よ
り
'
大
石
田
役
所
に
交
渉
さ
れ
'
清
水
河
岸
駄
送
を
認
め
さ
せ
た
こ
と
は
誠
に

有
難
い
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
'
こ
の
折
へ
当
町
か
ら
は
皆
川
孫
兵
衛
が
'
大
石
田
役
所
に
出
向
き
'

｢
紅
花
荷
物

二
限
り
宿
継
舟
二
両
差
下
候
儀
'
大

石
田
二
而
構
無
之
｣
と
申
渡
さ
れ
た
｡
但
し
'
拙
者
支
配
船
や
酒
田
戻
船
に
て
は
決
し
て
積
下
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
宿

継
小
下
り
船
は
酒
田
ま
で
直
通
す
る
こ
と
が
で
き
ず
'
こ
の
た
め
途
坤
継
替
え
の
経
費
を
要
し
'
清
水
河
岸
出
し
の
有
利
性
を
失
わ
せ
よ
う
と
す
る
大

4

石
田
の
遠
謀
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
点
を
充
分
考
慮
し
て
ほ
し
川
.

以
上
が
'
文
政
七
年
に
皆
川
東
左
衛
門
が
書
き
上
げ
た
仙
台

｡
南
部
紅
花
清
水
河
岸
出
し
の
経
緯
で
あ
る
｡
こ
の
願
書
は
さ
ら
に
'
清
水

河
岸
出
張
所
詰
役
人
皆
川
と
同
河
岸
荷
宿
の
対
立
を
記
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
荷
主
か
ら
皆
川
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
紅
花
荷
が
､
途
中
で

勝
手
に
､
他
の
荷
宿
か
ら
と
り
押
え
ら
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
に
入
れ
ら
れ
､
荷
物
改
方
で
あ
る
皆
川
に
何
の
断
り
も
な
く
指
下
し
て
い
る
｡

さ
ら
に
ま
た
'
紅
花
の
み
な
ら
ず
'
菜
種

･
麻
糸

･
鰹
節
の
類
ま
で
も
川
下
げ
し
て
い
る
｡
こ
れ
が
万

一
に
も
'
大
石
田
川
舟
方
に
聞
え
よ

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察
-

大
友



三
八
四

う
も
の
な
ら
'
村
の
大
事
に
な
る
こ
と
必
定
で
あ
る
｡
何
卒
'
蒲
の
力
に
よ
っ
て
､
最
上
通
り
領
内
産
物
の
流
通
が
乱
れ
ざ
る
よ
う
厳
し
く

5

寂
締
っ
て
ほ
し
い
'
と
い
う
の
で
あ
か
｡

6

な
お
'
仙
台

･
南
部
紅
花
の
清
水
河
岸
出
し
に
よ
っ
て
'
清
水
町
で
は
村
持
往
来
船
三
人
乗
二
娘
の
新
造
を
願
い
出
て
い
聖

前
掲
嘉
永

四
年
の
山
形
商
人
の
願
い
を
う
け
､
清
水
町
も
同
様
の
願
書
を
薄
に
提
出
し
た
｡

清
水
河
岸
よ
り
清
川
通
し
棺
に
つ
い
て
'
お
上
に
ご
迷
惑
を
か
け
'
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
る
が
'
清
水
は

｢
舟
方

一
方
之
潤
を
以
渡
世
｣
し
て
い
る
の

小り

で
あ
る
か
ら
'
是
非
前
々
の
仕
来
り
の
如
く
通
船
さ
せ
て
ほ
し
い
㌔

ま
た
､
仮
問
屋
海
藤
屋
嘉
右
工
門
も
､

古
口
継
舟

一
件
の
た
め
に
'

｢
御
他
領
売
荷
並

1
背
負
切
の
背
負
子
商
人
差
支
逗
留
二
罷
成
候
而
者
'
他
領
商
人
之
迷
惑
｣
こ
の
上
も
な
い
の
で
'
改

8

め
て
御
沙
汰
あ
る
ま
で
は
'
旧
来
の
通
り
'
古
口
御
番
所
向
差
宰

見
な
い
よ
う
に
寂
り
計

っ
て
ほ
し
叫
｡

ま
た
､
こ
の
こ
ろ
'
入
判
の
こ
と
に
つ
い
て
も
争
わ
れ
た
ら
し
く
'
同
年
九
月
'
蒲
役
人
か
ら
清
水
町
へ
次
の
達
し
が
あ
っ
た
｡

清
水
町
三
判
の
こ
と
は
昔
か
ら
の
仕
来
り
で
あ
り
'
享
保
年
中
に
も
仰
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
故
'
古
口
町
が
大
判
へ
書
添
え
て
ほ
し
い
な
ど
と
申
し

入
れ
て
来
て
も
.̂
こ
れ
に
応
ず
る
必
要
は
な
い
O
ま
た
大
判
の
写
等
も
遣
わ
す
必
要
は
な
い
O
古
口
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
申
込
ま
れ
て
も
'
急
度

9

断
る
べ
き
で
あ
勘
｡

と
い
う
の
で
あ
る
｡

両
町
の
対
立
は

一
〇
月
に
入
っ
て
も
'
依
然
と
し
て
続
い
た
｡
同
月
二
日
､
た
ま
た
ま
'
清
水
町
へ
庄
内
松
山
下
り
の
囚
人
が
送
ら
れ
て

き
た
｡
清
水
で
は
駅
所
の
義
務
に
よ
り
'
自
村
の
舟
を
仕
立
て
､
町
役
人

･
人
足
等
を
さ
し
出
し
'
厳
重
な
警
固
の
も
と
に
清
川
ま
で
送
っ

た
が
､
こ
の
折
も
'
清
水
は
駅
所
の
義
務
の
み
を
負
担
し
､
商
人
荷
物
の
運
送
に
よ
る
利
益
を
古
口
継
舟
に
よ
っ
て
失
う
仕
義
で
は
､
全
く

的

歎
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
｡



同
じ
く

一
〇
月
'
清
水
町
荷
宿
三
名
と
清
水
町
御
当
用
皆
川
治
郎
八
は
､
蒲
に
対
し
て
'

清
水
か
ら
清
川
下
し
の
小
下
り
船
に
つ
い
て
は
'
入
月
中
か
ら
紅
花
始
め
他
領
商
人
荷
物
の
分
'
古
口
継
に
定
め
ら
れ
'
清
水
の
小
下
り
船
乗
-
の
も

の
は
渡
世
に
差
障
り
'
多
分
に
苦
し
ん
で
い
る
｡
古
口
継
に
な
れ
ば
'
商
人
荷
物
の
経
費
が
か
さ
む
の
で
'
舟
形
ロ
お
よ
び
笹
森
口
経
由
で
清
水
河
岸

に
駄
送
す
る
こ
と
ほ
と
り
や
め
'
大
石
田
河
岸
に
出
そ
う
と
し
て
い
る
商
人
が
多
い
｡
古
口
一
村
の
我
健
の
た
め
に
清
水
の
み
な
ら
ず
'
通
り
筋
の
駅

､¶サLtd

々
所
々
に
不
利
益
を
及
ぼ
し
て
い
る
｡
こ
の
点
を
篤
と
考
慮
さ
れ
て
'
小
下
り
船
に
つ
い
て
は
先
規
の
如
く
清
川
通
し
船
に
願
い
た
い
｡

こ
の
後
'
蒲
か
ら
の
達
し
で
'
改
め
て
沙
汰
す
る
ま
で
は
従
来
通
り
通
船
し
て
よ
い
'
ま
た
古
口
に
も
こ
の
旨
仰
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
'
清
水
町
の
勝
訴
に
帰
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
｡
し
か
し
､
右
の
心
得
に
て
､

一
一
月
七
日
麻
糸
な
ど
を
下
し
た
と
こ
ろ
､
ま
た
ま
た

古
口
に
て
差
留
め
ら
れ
'
お
上
か
ら
の
達
し
が
な
い
と
の
理
由
で
'
同
町
荷
宿
に
引
揚
げ
ら
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
｡
清
水
町
荷
宿

は
驚

い

て
､
か
く
て
は
､
往
来
の
旅
人

･
商
人
に
少
な
か
ら
ぬ
迷
惑
を
か
け
､
荷
宿
と
し
て
の
立
場
も
失
う
次
第
で
あ
る
か
ら
'
何
卒
'
先
に
御
聞

､切り
,n
T

届
け
ら
れ
た
如
く
､
清
川
ま
で
の
通
船
を
お
願
い
し
た
い
､
と
欺
臆
し
た

｡

ひ
き
続
き
､
清
水
町
役
人
か
ら
次
の
よ
う
な
願
書
が
贋
出
さ
れ
た
｡

清
川
下
し
小
下
り
舟

一
件
に
つ
い
て
は
'
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
が
'
今
後
冥
加
金
と
し
て
金
二
両
を
上
納
す
る
の
で
'
古
来
の
条
目
ど
お
り
'

摘

清
水
町
三
判
を
も
っ
て
清
川
ま
で
通
船
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
｡

細

ま
た
'
別
願
書
に
て
'
最
上
川
普
請
料
と
し
て
船

一
般
に
つ
き
二
三
〇
文
ず
つ
振
立
て
上
納
し
た
い
旨
を
願
い
出
て
い

る
｡

こ
の
頃
､
右
の
訴
訟
に
関
連
し
て
'
皆
川
孫
兵
衛
が
往
来
切
手
を
出
す
に
至

っ
た
経
過
を
尋
ね
ら
れ
た
と
み
え
'
孫
兵
衛
は
次
の
如
く
答

え
て
い
る
｡

寛
政
四
年
'
御
公
儀
直
差
配
制
成
立
に
関
連
し
て
'
当
河
岸
に
出
張
所
が
設
け
ら
れ
'
私
方
に
て
御
用
札
を
あ
づ
か
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
こ
の
改
正
に

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察
-

大
友



三
八
六

よ
っ
て
'
最
上
三
河
岸
と
も
に
御
焼
印
の
な
い
船
に
は
商
人
荷
物
の
積
入
れ
は
禁
止
さ
れ
た
｡
た
だ
'
清
水
河
岸
は
改
正
以
前
か
ら
清
川
ま
で
通
船
を

し
て
い
た
の
で
'
川
舟
役
所
に
か
け
合
い
'
大
石
田
町
戸
田
徳
右
衛
門
等
の
と
り
な
し
に
よ
っ
て
'
清
水
河
岸
に
少
々
の
出
荷
物
が
あ
り
へ
大
石
田
に

乞
舟
を
し
て
も
'
向
舟
空
舟
の
な
い
折
は
'
小
船

一
般
に
つ
き
百
文
'
二
二
二
人
乗

1
鰻
に
つ
き
二
百
文
ず
つ
と
り
た
て
'
商
荷
物
の
清
川
下
し
を
認

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
'
先
年
来
'
古
口
町
よ
り
清
川
下
り
小
船
に
つ
き
故
障
を
申
し
立
て
て
い
る
由
で
あ
る
が
'
こ
れ
は
薄
役
人
お
よ
び
大
石
田
川
舟
方
役
人

と
も
交
渉
の
上
'
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
通
船
の
都
度
'
私
が
船
荷
を
改
め
て
差
下
す
よ
う
仰
付
け
ら
れ
た
O
こ
の
後
へ
右
の
定
め
に
よ

り
通
船
し
て
き
た
が
'
近
年
'
清
水
町
荷
宿
の
中
に
'
不
韓
に
も
私
の
改
め
を
受
け
ず
に
船
を
下
す
も
の
が
出
て
き
た
の
で
'
こ
の
坂
締
り
を
厳
し
く

刑部山
n
uT

L
t
通
手
形
を
差
出
す
よ
う
仰
付
け
ら
れ
'
古
口
と
も
連
絡
の
上
'
右
手
形
を
出
し
て
き
た
の
で
あ
る

｡

註

(5日4日3日2日1)

｢
乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
候
御
事
｣

｢
乍
恐
以
書
付
申
上
侯
御
事
｣

今
田
信

一
『
最
上
紅
花
史
の
研
究
』
三
九
入
貢
以
下

皆
川
家
文
書

｢当
領
御
上
江
窺
書
｣

清
水
町
方
と
同
所
出
張
所
詰
皆
川
と
の
対
立
は
'
大
石
田
河
岸
戸
田
徳
着
荷
門
等
の
と
り
な
し
で
'
天
保
三
年
'
次
の
よ
う
な
議
定
を
交
し
て

和
解
し
た

(小
屋
家
文
書
)
0

為
硬
膏
申

一
札
之
事

一
紅
花
荷
物
之
儀
者
'
是
迄
仕
来
之
通
'
村
舟
ヲ
以
積
下
可
申
事
'

1
小
三
人
薬
毒
般
売
荷
物
拾
駄
迄
之
分
者
'
錯
弐
古
文
宛
'
拾
駄
以
下
者
壱
駄
二
付
弐
拾
文
宛
相
増
可
申
事
'

一
小
舟
壱
般
結
石
文
宛
差
出
可
申
事
'

若
者
清
水
村
方
並
同
所
出
張
所
舟
方
不
熟
和
二
付
'
先
前
丘
往
来
売
荷
物
舟
積
指
支
勝
二
而
村
内
難
渋
罷
在
候
処
'
今
般
私
共
両
人
扱

二
立

入
'
双
方
江
刺
解
中
人
'
書
面
之
通

一
同
納
得
之
上
板
極
申
処
相
違
無
御
座
候
'
然
ル
上
者
相
定
之
売
荷
物
之
儀
者
荷
主
之
望
次
第
'
空
舟
二

而
茂
'
村
舟
二
両
茂
'
便
利
成
侯
舟
ヲ
以
無
差
支
積
下
可
申
候

(下
略
)
I

な
お
､
嘉
永
四
年
と
思
わ
れ
る
が
'
港
の
荷
物
改
役
と
し
て
の
皆
川
の
職
分
に
つ
い
て
'
大
石
田
川
舟
方
は
'
次
の
如
き
判
断
を
下
し
て
い



る
｡｢
陸
送
紅
花
之
儀
二
付
'
栗
田
武
右
衛
門
rb
掛
合
者
'
其
方
添
書
い
た
し
'
清
水
舟
,清
川
迄
小
舟
二
両
差
下
僕
趣
有
之
'

1
体
陸
送
荷
物
之

儀
者
出
張
所
二
而
可
差
構
儀
二
無
之
侯
間
'
得
其
意
'
以
来
下
方
丘
願
出
候
共
乗
用
間
数
侯
へ
尤
出
張
所
二
不
抱
'
其
村
役
儀
之
筋
を
以
砺
斗

侯
儀
二
者
可
有
之
候
得
共
'
万

一
心
得
達
へ
出
張
所
之
肩
書
を
以
添
書
い
た
し
侯
儀
者
有
之
間
数
哉
'
早
々
可
申
越
侯
｡｣

ま
た
､
本
文
中
に
み
え
る

｢鰹
｣
は
'
菜
種
な
ど
と
と
も
に
仙
台
か
ら
駄
送
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
皆
川
家
文
書

｢
舟
乗
之
事
｣
に

｢
仙
台
鰹
節

菜
種
等
五
贈
之
見
込
｣
と
あ
る
｡

㈲

･
用

小
屋
家
文
書

｢
乍
恐
奉
晴
上
侯
御
車
｣

㈱

同
家
文
書

｢
乍
恐
以
口
上
書
奉
頼
上
候
御
事
｣

㈱

同
家
文
書

｢
乍
恐
以
書
付
奉
中
上
候
御
事
｣

銅

同
家
文
書

｢
乍
恐
口
上
｣

的

同
家
文
書

｢
乍
恐
以
口
上
書
奉
申
上
侯
御
事
｣
｡
年
月
が
判
然
と
し
な
い
が

(文
政
六
年
の
和
解
以
後
)
'
清
水

･
本
合
海

･
古
口
三
河
岸
の
問

で
次
の
よ
う
な
議
定
書
を
と
り
か
わ
し
て
い
る
｡

差
上
申

一
札
之
事

一
清
水
町
丘
清
川
駅
江
小
下
り
舟
商
荷
積
入
之
節
'
不
寄
多
少
居
前
銭
左
之
通
差
出
可
申
事
'

一
銭
三
拾
文

本
合
海
町
江

一
同
弐
百
文

古
口
町
江

但
丹
毒
娘
オ

左
之
通
清
水
町
借
切
舟
之
儀
追
々
古
来
之
形
相
崩
'
今
般
三
宿
丘
御
訴
訟
奉
申
上
候
処

(中
略
)
私
共
熟
談
之
上
'
猶
叉
先
規
之
形
二
儀
定
仕

永
々
前
書
之
通
堅
相
守
'
向
後
御
願
ケ
間
教
義
奉
申
上
聞
敷
'
為
其
連
印

一
札
奉
差
上
候
処
偽
而
如
件
｡

右
に
よ
れ
ば
'
清
水
の
小
下
り
船
は
'
明
ら
か
に
古
口
に
居
前
銭
を
さ
し
出
す
こ
と
を
定
め
て
い
る
｡
こ
れ
が
'
嘉
永
四
年
八
月
'
古
口
御
番

所
の
達
し
に
よ
り
'
清
水

･
古
口
問
に
成
立
し
た
議
定
と
も
み
ら
れ
る
が
'
清
水
町
が

1
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
は
余
り
に
も
へ
だ
た

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

凋

･
個

･
掴

小
屋
家
文
書

｢
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
侯
御
事
｣

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察

-
大
友



三
八
八

個

同
家
文
書

｢
乍
恐
奉
申
上
侯
｣

五

こ
の
後
も
､
両
町
の
対
立
は
依
然
と
し
て
つ
づ
い
た
｡
嘉
永
四
年

一
二
月
'
清
水
町
は
次
の
よ
う
な
願
書
を
さ
し
出
し
て
い
る
が
'
こ
れ

に
は
清
水
河
岸
出
し
紅
花
の
荷
敷
が
記
さ
れ
て
い
て
貴
重
で
あ
る
｡

清
水
河
岸
は
往
古
か
ら
の
元
河
岸
で
あ
る
の
に
対
し
'
古
口
･
本
合
海
は
枝
河
岸
と
唱
え
て
き
た
｡
従

っ
て
枝
河
岸
へ
の
出
荷
物
は
す
べ
て
元
河
岸
が

取
締
る
仕
来
り
で
あ
り
'
こ
の
旨
の
御
高
札
ま
で
い
た
だ
い
て
い
る
｡
然
る
に
古
口
町
は
同
町
継
船
の
件
を
訴
え
出
で
､
お
上
に
迷
惑
を
か
け
'
誠
に

恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
件
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
文
政
六
年
'
新
庄
町
両
問
屋
の
申
分
に
よ
っ
て
'
古
口
で
は
居
前
銭
を
徴
収
し
な
い
こ
と
を

と
り
決
め
'
証
文
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

に
も
か
か
わ
ら
ず
'
今
年
八
月
'
清
水
よ
り
仙
台

･
南
部
の
陸
付
紅
花
を
小
下
り
船
に
て
下
し
た
と
こ
ろ
'
古
口
に
て
さ
し
と
め
ら
れ
'

一
三
六
駄

半
の
う
ち
'
三
人
釆
二
麿
お
よ
び
二
人
乗
り
四
娘
の
四
五
駄
は
そ
の
ま
ま
差
下
し
た
が
､
残
り
九

一
駄
半
は
古
口
に
て
継
船
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
｡

元
来
陸
附
で
清
水
に
出
さ
れ
た
荷
物
は
'
皆
川
孫
兵
衛
の
手
配
に
よ
る
向
舟
か
'
晴
水
村
の
小
下
り
船
で
清
川
通
し
に
す
る
の
が
古
例
で
あ
る
の
で

乞
舟
を
し
た
と
こ
ろ
'
大
石
田
で
は
当
年
は
向
船
は
不
可
能
で
あ
る
｡
件
の
荷
は
宿
継
荷
で
あ
る
故
'
無
宿
先
例
に
よ
っ
て
運
送
す
べ
L
と
の
沙
汰
で

あ
っ
た
の
で
'
仕
来
り
の
小
船
に
て
下
し
た
も
の
で
あ
り
'
古
口
で
継
替
え
す
る
筋
合
な
ど
さ
ら
に
な
い
の
で
あ
る
｡

ま
た
へ
従
来
貸
切
船
に
て
武
家
荷
物
を
下
す
折
'
こ
の
中
に
､
少
し
の
商
人
荷
物
が
混
じ
る
場
合
は
'
清
水
町
三
判
に
て
下
し
て
い
た
が
'
御
番
所

よ
り
商
荷
の
分
は
古
口
に
て
引
揚
げ
る
よ
う
仰
付
け
ら
れ
'
誠
に
承
服
L
が
た
い
も
の
が
あ
る
.
こ
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
へ
古
来
の
塑

疋
規
は
す
た

1

れ
,
当
町
の
如
く
田
地
少
な
く
,
舟
方
専
ら
の
渡
世
の
村
は
苦
境
に
陥
り
,
駅
所
と
し
て
の
人
馬
継
立
も
困
難
に
な
る
こ
と
歴
然
で
あ
G
o

こ
れ
に
対
す
る
蒲
の
裁
決
は
明
ら
か
で
な
い
｡
恐
ら
く
は
明
確
な
判
断
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
二
年
後
の
嘉
永

六
年
に
､
清
水
町
は
三
度
同
様
の
訴
え
を
提
出
し
た
｡



七
月
三
日
､
舟
形
口
入
判
写
付
荷
物
五
駄
余
り
が
清
水
に
到
着
し
た
の
で
'
古
口
御
番
所
へ
連
絡
の
上
'
先
例
に
よ
り
'
清
川
ま
で
下
し
た
と
こ
ろ
'

御
番
所
で
は
'
藩
重
役
の
仰
せ
に
よ
り
'
紅
花
は
清
川
ま
で
通
し
送
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
差
留
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
｡
小
路
舟
頭
は

驚
い
て
'
こ
の
よ
う
な
仰
せ
で
あ
る
な
ら
ば
'
清
水
に
も
達
し
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
｡
こ
れ
が
な
い
の
は
如
何
な
る
訳
か
と
伺
っ
た
と
こ
ろ
'
御
番
所

で
は
'
お
上
の
仰
付
で
は
な
く
'
た
だ
重
役
か
ら
の
達
し
で
あ
る
が
､
通
船
は
不
可
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

他
と
異
な
り
'
御
番
所
の
命
令
故
'
止
む
な
く
古
口
宿
半
兵
衛
方
へ
引
揚
げ
た
｡
如
何
と
も
納
得
し
難
い
こ
と
な
の
で
へ
こ
の
訳
柄
を
書
付
に
て
頂

き
た
い
旨
'
宿
半
兵
衛
に
申
入
れ
た
と
こ
ろ
'
半
兵
衛
は
'
か
よ
う
の
書
付
は
御
番
所
か
ら
ほ
恐
ら
く
下
さ
れ
ま
い
｡
私
方
か
ら
清
水
荷
宿
皆
川
孫
兵

衛
へ
書
状
を
遣
わ
す
か
ら
持
参
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
な
の
で
'
荷
物
は
古
口
問
屋
具
足
屋
甚
三
郎
方
へ
移
し
置
き
罷
り
帰
っ
た
と
の
こ
と

で
あ

っ

た
｡船
頭
持
参
の
書
状
を
見
る
に
へ
古
口
か
ら
継
送
す
る
様
子
も
な
く
'
ま
た
荷
主
か
ら
先
々
へ
の
送
状

｡
添
銭
な
ど
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
も
な

い
の

で
'
私
方
か
ら
清
水
荷
宿
孫
兵
衛
方
に
荷
物
を
返
送
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
か
く
て
は
荷
主
に
対
し
て
気
の
毒
で
あ
り
'
他
国
商
人
に
対

し
て
面
目
も
な
い
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
後
'
荷
物
延
引
に
つ
き
'
酒
田
宿
に
て
そ
の
訳
柄
を
宿
々
に
乱
し
た
と
こ
ろ
'
古
川
宿
で
は
'
ま
だ
清
水
か
ら
送
ら
れ
て
い
な
い
と
の
答
え
な

の
で
'
酒
田
で
は
急
ぎ
清
水
に
人
を
遣
わ
し
て
'
そ
の
訳
を
礼
ね
た
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
'
当
町
で
は
右
の
事
情
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
'
そ
れ
で
は
甚
だ

迷
惑
で
あ
る
｡
早
々
に
継
送
り
し
て
ほ
し
い
と
の
申
出
に
よ
り
'
皆
川
孫
兵
衛
が
直
々
に
古
口
に
参
り
'
半
兵
衛
を
通
じ
て
古
口
御
代
官
に
申
し
上
げ

た
と
こ
ろ
へ

一
昨
年
紅
花
多
数
陸
送
の
節
は
古
口
に
て
継
立
て
る
よ
う
御
上
か
ら
仰
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
'
孫
兵
衛
か
ら
の
報

告
で
は
'
御
上
か
ら
継
船
を
仰
せ
出
さ
れ
た
な
ら
ば
へ
当
然
清
水
に
も
御
沙
汰
あ
る
筈
で
あ
る
｡
か
よ
う
な
御
沙
汰
も
な
く
'
ま
た

一
昨
年
は

｢
宿
論

落
着
迄

ハ
是
迄
通
板
斗
候
様
｣
と
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
｡
し
か
し
'
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
荷
物
延
引
に
及
び
'
荷
主
に
迷
惑
を
か
け
て
は

な
ら
な
い
の
で
'
荷
物
に
送
状

･
添
銭
を
揃
え
て
具
足
屋
甚
三
郎
方
へ
渡
し
へ
早
急
に
積
下
す
様
に
と
取
計
ら
い
方
を
依
頼
し
て
罷
り
帰
っ
た
t
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
｡

と
沌
か
く
'
此
度
の
こ
と
は
格
別
の
御
憐
慾
を
も
っ
て
'

一
昨
年
仰
出
さ
れ
た
如
く
'
清
川
ま
で
通
し
送
り
で
き
る
よ
う
'
古
口
へ
ご
沙
汰
い
た
だ

2

き
た
い

｡

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考
察
-

大
友

三
八
九
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と
い
う
の
で
さ
る
｡
右
の
訴
え
で
注
目
さ
れ
る
の
は
'
古
口
番
所
の
背
後
に
新
庄
蒲
の
意
図
の
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡

前
掲
清
水
河
岸
出
張
所
詰
皆
川
の
願
書
に
み
る
よ
う
に
'
同
町
荷
宿
が
皆
川
の
荷
物
改
め
を
受
け
ず
に
積
下
す
如
き
状
態
に
対
す
る
統
制
策

の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
か
｡

両
町
の
対
立
は
翌
安
政
元
年
に
も
ち
こ
ま
れ
た
｡
同
年
二
月
'
清
水
町
が
蒲
役
人
に
指
出
し
た
願
書
に
は
､
ま
ず
清
水
河
岸
の
古
来
の
謂

所
を
の
べ
'

｢諸
国
♂
清
水
河
岸
出
荷
物
之
分
'
不
残
清
川
迄
通
し
小
下
船
ヲ
以
継
送
候
事
､
可
為
古
例
之
処
｣､
古
口
は
幾
度
と
な
く
非

分
を
申
し
か
け
､
御
上
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
し
'
文
政
六
年
以
来
の
両
町
宿
諭
の
経
過
を
記
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､

文
政
六
年
の
紅
花
荷
物

一
件
の
折
'
両
村
相
礼
し
の
上
'
古
口
に
は
継
船
屠
前
銭
を
徴
収
す
る
何
等
の
根
拠
が
な
い
と
の
裁
決
が
あ
っ
た
が
'
隣
村
の

よ
し
み
を
も
っ
て
'
当
町
に
て
三
ヶ
年
を
限
り
'
大
小
の
船
々
か
ら
合
力
銭
を
と
り
た
て
'
古
口
に
遣
わ
し
て
き
た
｡
ま
た
'
湯
殿
山
行
者
に
つ
い
て
〟

も
'
享
保
年
中
ま
で
は
大
石
田
の
名
木
沢
か
ら
棺
で
下
っ
た
も
の
は
清
水
の
三
判
を
も
っ
て
清
川
ま
で
通
し
船
と
L
t
陸
路
で
晴
水
着
の
も
の
の
み
新

庄
紀
伊
正
蔵
院
の
出
判
に
て
古
口
経
路
と
の
定
め
で
あ
っ
た
が
'
当
時
古
口
の
達
て
の
願
い
に
つ
き
'
船
路
に
て
下
っ
た
行
者
も
'
古
口
に
て
継
船
す

る
こ
と
を
認
め
て
き
た
｡

と
こ
ろ
が
'
こ
の
後
'
西
田
忠
次
郎
庄
屋
時
代
'
右
経
過
を
忘
失
L
t
商
荷

･
旅
人
も
古
口
継
船
と
て
差
留
め
る
如
き
非
分
を
申
し
か
け
て
き
た
｡

ま
こ
と
に
不
時
千
万
な
こ
と
で
あ
る
｡
当
時
陸
付
の
諸
国
荷
物

･
仙
台

｡
南
部
紅
花
な
ど
'
古
口
継
棺
に
な
れ
ば
'
清
水
出
荷
物
は
少
く
な
る
こ
と
必

定
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
当
駅
の
み
な
ら
ず
'
舟
形
通
り

･
小
国
通
り
の
駅
場
に
少
な
か
ら
ぬ
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
｡
事
実
'

一
昨
年
の
紛

争
以
来
'
清
水
出
荷
物
は
目
立
っ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
ま
ま
で
は
'
田
地
少
な
く
船
渡
世

一
方
の
村
方
は
如
何
様
に
も
立
行
き
難
く
'
駅
所

の
つ
と
め
も
困
灘
に
な
る
｡
何
卒
'
今
年
の
夏
'
仙
台

･
南
部
の
紅
花
下
し
の
節
は
'
支
障
な
く
清
川
ま
で
通
し
送
り
で
き
る
よ
う
古
口
御
番
所
に
下

3

知
し
て
貰
い
た
い
｡

し
か
し
､
こ
の
願
い
は
'
夏
ま
で
は
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
｡
同
年
五
月
二
〇
日
付
清
水
町
庄
屋
の
口
上
書
に
は
'
仙
台
紅
花
荷
物

一
入
個

到
着
に
つ
き
'
荷
宿
嘉
右
衛
門
よ
り
古
口
通
り
出
判
願
が
あ
っ
た
の
で
'
無
事
古
口
通
船
で
き
る
よ
う
瀬
計

っ
て
ほ
し
い
と
'
繰
り
返
え
し
1

4

て
願
い
で
て
い
る
｡



古
口
村

一
件
に
つ
い
て
の
史
料
は
'
右
の
文
書
を
限
り
に
後
の
も
の
は
み
ら
れ
な
い
｡
恐
ら
く
蒲
は
明
確
な
判
断
を
示
す
こ
と
な
く
'
古

口
継
舟
を
概
成
事
実
と
し
て
認
め
さ
せ
'
商
荷
の
AJtり
し
ま
り
を
は
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
明
治
三
年
へ
清
水
町
が
酒
田
児

に
提
出
し
た
河
岸
定
規

･
船
賃
等
の
答
書
に
'

｢
新
庄
蒲
御
支
配
所
晴
水
村
之
儀
者
'
往
古
ヨ
-
清
川
村
迄
通
シ
舟
之
儀
へ
御
規
定
御
立
被
下
置
｣
と
L
t

｢
村
方
百
五
十
軒
余
之
家
数
之
内
'
七
八

分
通
船
場
働
之
者
'
旅
人
之
用
途
相
違
侯
向
二
而
農
業
仕
候
者
至
而
無
は
難
渋
至
極
二
奉
存
候
間

(中
略
)
従
来
規
則
之
通
'
借
切
舟
壱
槻
賃
銭
高
ニ

(負
)

而
清
川
村
迄
通
シ
舟
御

□

被

成
下
置
候

ハ
ハ
窮
民

一
同
難
有
仕
合
奉
存
倣
｣

と
記
し
て
い
る
｡

註

(5日4日3日2日1)

小
屋
家
文
書

｢
乍
恐
以
迫
害
奉
欺
轄
侯
御
事
｣

同
家
文
書

｢
乍
恐
奉
願
上
候
御
事
｣

同
家
文
書

｢
乍
恐
以
書
付
奉
新
願
侯
御
事
｣

同
家
文
書

･
標
線
な
し
｡

同
家
文
書

｢
酒
田
県
ヨ
-
被
申
達
慎
二
付
清
水
河
岸
規
則
船
賃
銭
並
大
小
之
船
々
賃
銭
巨
細
取
詞
書
上
帳
｣

六

以
上
､
清
水
河
岸
側
の
史
料
に
よ
っ
て
'
文
化
以
降
幕
末
に
及
ぶ
清
水
町

･
古
口
町
居
前
銭

l
件
を
み
た
｡
そ
の
内
容
そ
の
も
の
は
単
純

で
あ
る
が
'
経
過
は
大
石
田
川
舟
役
所
と
関
係
し
､
ま
た
新
庄
蒲
の
流
通
統
制
政
策
と
も
関
連
す
る
如
く
で
う
ま
こ
と
に
複
雑
で
あ
る
｡
新

庄
薄
の
最
上
川
舟
に
対
す
る
統
制
策
は
､
享
保
八
年
の
条
目
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が

(
こ
れ
も
上
郷
商
人
請
負
制
に
対

応
し
て
整
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
)
'
そ
の
後
､
寛
政
度
の
大
石
田
川
舟
役
所
成
立
に
よ
っ
て
修
正
を
う
け
､
更
に
時
代
の
新
し
い
動
き

近
世
後
期
に
お
け
る
清
水
河
岸
の
一
考

察
1
大
友
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二

に
基
づ
く
各
河
岸
の
要
求
が
現
わ
れ
'
最
上
川
舟
の
運
行
を
複
雑
化
し
て
い
る
｡

古
口
町
居
前
銭

一
件
は
'
こ
の
よ
う
な
諸
要
因
の
錯
綜
の
中
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
'
こ
れ
が
紛
争
を
長
期
化
さ
せ
て
い
る

一
因
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
古
口
町
の
主
張
の
背
景
に
つ
い
て
は
'
果
し
て
新
河
岸
設
立
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
か
香
か
｡
当
時
の
新
庄
領
内

の
商
品
流
通
の
実
態
お
よ
び
新
庄
薄
の
意
図
な
ど
を
含
め
'
古
口
側
の
史
料
を
得
て
'
さ
ら
に
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
｡小
稿
を
ま
と
め
る
に
当
っ
て
は
､
文
書
所
蔵
者
の
小
屋
十
石
工
門
氏

･
皆
川
英
太
郎
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
'
長
期
に
わ
た
り
史
料
の
借
覧

を
許
し
て
い
た
だ
い
た
｡
と
く
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
｡
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